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WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成28年9月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
（平成28年5月1日～7月31日までの寄付者一覧）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪市社会福祉協議会への寄付≫
タイマッサージはっとん、簗瀬国男、碧園お茶の純平、豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、フリーマーケットの紙
ふうせん、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、豊田市高年大学第10期匿名、岩瀬歌謡教室、暮らしの手作
り工房「ちゃるま」、凧づくりの会、長谷川敦男、とくの屋豊田若林店、暖香豊田若林店、国際ソロプチミスト豊田、
豊田市高年大学6期生六三四会、安藤昭作、中根素美江
≪豊田善意銀行への寄付≫
すまいる演歌同好会、ハンドメイド雑貨のe-マルシェ、丸和電子化学黄レンジャーサークル、Office YUKI、豊田
市高年大学第3期文化工芸学科
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました
（平成28年5月1日～7月31日までの寄付者一覧）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪平成28年熊本地震災害義援金≫
さざんか歌謡教室、豊田西高校昭和44年度卒第2回同年会、磯谷公明、石野ログクラブ、豊田市区長会、豊田市
赤十字奉仕団、豊田市立土橋小学校、豊田産業文化センター、鎌田雄二、豊田市立高嶺小学校、若林16年同年会、
AJB40クラブ、豊田市立平和小学校、豊田市立豊南中学校、トヨタ紡織クレスト本町寮生会、愛知県立豊田高等
学校、ガールスカウト愛知県第六十二団、とよた安全安心フェスタ、杜若高等学校、楽らくパソコン塾、水源町自
治区、バルーンアート「キュート12」、鶴田松久、御立町1組・2組合同親睦会、安斎久美、豊田市ソフトボール協会、
豊田市立堤小学校、セウチダンススクール、松平地区コミュニティ会議、火倶野姫、豊田市立ひかりこども園保護
者の会、滝脇小学校PTA、しゃくやく姫の塚保存会、豊田災害VCo連絡会、TOYOTA SUNバスケットボールチー
ム、佐㐂カラオケ教室、善宿寺、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、自主防災会連絡協議会、下和会にこに
こサロン、歌の豊親会、豊田スタジアム利用者一同、鶴田元、ステーキのあさくま豊田元町店、豊田市民合唱団、
加藤久、豊田市立朝日小学校、豊田市立駒場小学校、戸田粋子、豊田市婦人バレーボール連絡協議会、おはり箱、
笑いヨガのんちゃん、豊田市体育協会、豊田市立石畳小学校、安達信厚、竹学区子ども会育成会、豊田市立古瀬間
小学校、古瀬間自治区、豊栄二区自治区、愛知県立豊田東高等学校JRC部、豊南交流館利用グループ代表者会、
鞍ヶ池あじさいの道、道慈小学校区消防一同、今井好弘・昭江、二八そば匠の会、金谷自治区、豊田市消防団、豊
田石材工業協同組合、藤本建設、チームJSK、とよた市民活動センター、水源歌昇会、かみごうスポーツクラブ上
郷JAC、豊田ヤングオールド・サポートセンター、豊田市バドミントン協会、福祉歌謡研究会、今自治区、豊田市立
逢妻中学校、太啓建設土木部舗道維持課、豊野高校ゆたかのクラブ、桂野町自治区、まちなかおいでんwithJA市
民活動団体チームおいでん、豊田青果水産商業協同組合、いずみ美容室、シロキ工業労働組合、豊田市立前山小
学校、愛知県立豊田南高等学校、宇井貞夫、宇井民子、豊田市立則定小学校、ふるさとふれあいウォーキング実行
委員会、どんぐりの里いなぶ、稲武町自治区、中当自治区、御所貝津町自治区、黒田町自治区、武節町自治区、大
野瀬町自治区、野入町自治区、高崎モータース募金箱、どんぐりの里いなぶ道の駅募金箱、どんぐりの里いなぶど
んぐりの湯募金箱、桑原町自治区、川手町自治区、夏焼町自治区、富永町自治区、押山町自治区、小田木町自治区、
ザ・やまびこ、小原診療所、豊田市立道慈小学校、大正屋、小原歌舞伎保存会、小原町大和会、鯉恋まつり募金箱、
下山mama隊、よつば会、羽布建設従業員協力業者一同、富永敏幸、藤岡地区・藤岡南地区区長会、御作町自治
区、藤岡地区コミュニティ会議、飯野ひかり幼稚園父母の会、柿島喜重、豊田市役所市民福祉部総務課義援金箱、
高岡支所義援金箱、市内交流館義援金箱、豊田市民文化会館義援金箱、社協管理施設義援金箱
≪東日本大震災義援金≫
戸田粋子、豊田市立逢妻中学校、豊野高校ゆたかのクラブ、社協管理施設義援金箱
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

平成28年熊本地震災害義援金、東日本大震災義援金受付期間は平成29年3月31日（金）まで
詳細については、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。日本赤十字社のホームページなどにも最新の
情報が掲載されていますのでご活用ください。

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長さんや組長さんのご
協力により、赤い羽根募金と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。
　集まった募金は地域のために大切に使わせていただきます。皆様のあたたかいご協
力をよろしくお願いします。

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力お願いします
募集期間　10月1日～12月31日

赤い羽根募金は誰でも参加できる福祉参加の機会です。

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。 

＊領収書により税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は税務署等にご確認ください。  

＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問合せください。(事務局：34-1131)

● 長寿祝事業
●消火具支給事業

高齢者のために

● 共同募金運動の推進のため
●愛知県全域の福祉のため

その他

● 重度心身障がい者への支援
●障がい者団体への支援

障がいのある方のために

● 心配ごと相談事業
●福祉まつりの開催
●ボランティア活動支援
●生活困窮世帯への支援

地域の福祉のために

● 民間保育所への備品購入助成
●就学援助児童・生徒への支援
●障がいを理解するための実践
教室の開催

子どもたちのために

平成27年度
赤い羽根共同募金実績

の使い道

39,270,001円

金額： 円 件2,000136,607,038

金額： 円 件2667,512,085平成28年熊本地震災害義援金協力実績（平成28年7月31日現在）

東日本大震災義援金協力実績（平成28年7月31日現在）
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●地域福祉の推進
　　平成26年度に策定した「地域福祉活動計画」実践1年目として、「とよた市民福祉大学」開講に向けたPR講座
を開催し、多くの市民の方にご参加いただきました。また、支所地域では「顔の見える関係づくり」に向けた住
民懇談会の自主開催をお手伝いすることで地域福祉力の向上に取り組みました。
●相談・支援体制の充実
　　相談支援に関する既存の事業の推進に加え、「生活困窮者自立支援事業」を新規に開始し、日常生活自立支援
事業、生活支援員派遣事業、資金貸付事業などの関連事業との連携により、総合的に支援を行うことができました。
●在宅福祉サービスの充実
　　介護職等の恒常的な不足に対応するために、介護職員初任者研修及び福祉就職フェアを開催し、福祉人材の育
成や人材確保に向けた取り組みを行いました。また、障がいの分野においては、特別支援学級に通う子どもたち
の家族を対象とした交流会を開催し、情報交換と障がい福祉サービスへの理解促進に向けた支援を行いました。

収入 支出

受託金収入

介護保険
事業収入

障害福祉サービス
等事業収入

経営経費
補助金収入

会費収入
寄附金収入
負担金収入
事業収入
貸付事業収入

雑収入

前期末支払資金残高

590,152

575,787

191,632

93,583

27,413
8,397
7,308
4,234
2,750

141,290

583,059
2,225,605

市、県社協からの
補助金・委託金

介護報酬収入、
利用者負担金収入等

総合支援法事業利用料
収入等

市・県社協補助金、赤い羽根
募金・歳末募金配分金

世帯会費、法人会費等
一般寄付、指定寄付
市負担金、日赤負担金等
利用料収入等
貸付償還金収入

受取利息収入、
積立金取崩収入等

決算額区　分

計

説　　明

法人運営事業

地域福祉の推進

在宅福祉の推進

施設の管理運営

福祉資金貸付事業

介護保険事業の運営

障害福祉サービス
等事業の運営

※単位：千円
※内部の資金移動分を除く
※収支差額は次年度に繰り越す

87,419

220,469

231,372

378,543

10,622

549,793

155,017

1,633,235

法人運営、支所運営

自治区福祉活動助成、
ボランティアセンターの運営、
相談事業、福祉人材育成

車いす・福祉車輌貸出、権利
擁護事業、相談支援事業等

各施設の管理運営
生活福祉資金、
ひまわり資金
【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

【障がい者・児】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

　敬老の日に合わせ、市内にお住いの満80歳、85歳、90歳、95歳、99歳以上の方※に
長寿祝品（豊田産のお茶）を贈呈しました。
　高齢者の皆様にさらに元気で長生きしていただくことを願い、また、ご家族や地域と、高
齢者の皆様とのきずなを深めることを目的に実施しています。
　贈呈には各地域の民生委員・児童委員の皆様にご協力いただき、対象となる高齢者の方、
お一人ずつに渡していただきました。

　地震や風水害等により豊田市が被災すると、
被災地域の支援や被災者の自立支援を目的とし
た「豊田市災害ボランティアセンター」が立ち
上がります。その災害ボランティアセンターの
運営スタッフである「災害ボランティアコーディ
ネーター」を養成するための講座を、6月から
10月にかけて実施しています（全4回・事前申
込制）。
　平成27年度より、一般受講者のほかトヨタ自
動車株式会社の社員の方を対象とした講座も実
施しており、今年度は合計104名の方が受講し
ています。

　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」から、5年半が経過しました。
　その間にも「広島土砂災害」や「『平成27年9月関東・東北豪雨』に係る鬼怒川水害」、「平成28年熊本
地震」など、各地で大規模な災害が発生しています。
　南海トラフ巨大地震の発生が懸念されている中、「公助（行政等の公的機関による支援）」だけではなく、
「自助（自分で自分を守ること）」や「互助・共助・近助（助け合うこと）」のための『備え』が必要となって
います。
　被災当時の状況や現状、地域での支え合い、被災による地域格差の課題などについて、被災地での活動経験
のある本会職員から話を聴き、いま何が出来るのか考える機会としていただけるよう、「豊田市生涯学習出前
講座」において下記のとおり講座を実施しています。

■内　容　　「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」
　　　　　　【講話】被災当時の状況、現地でのボランティア活動、
　　　　　　　　　 被災地の今、地域での支え合い　等
　　　　　　【体験】新聞紙スリッパ作り、非常持ち出し袋作り　等
■対象者　　豊田市内に在住・在勤・在学する方
　　　　　　（自治区、コミュニティ、ボランティア、学生の皆さんなど）
■参加費　　無料
■申込み　　希望日時の2ヶ月前を目安にお申込みください。
　　　　　　　※業務の都合でご希望に添えないことがあります。
■その他　　○会場の手配・準備などは、申込者側でお願いします。
　　　　　　○あらかじめ希望日時を複数ご用意ください。

＜問合せ＞
地域福祉課　31－1294

　熊本市災害ボランティアセンターの運営支援のために、
社会福祉協議会東海ブロックからの応援職員として、6
月11日（土）から17日（金）と、7月11日（月）から17日
（日）において、本会職員を派遣しました（東海ブロック
からの応援職員派遣は8月2日（火）まで継続）。
　災害ボランティアセンターには、被災された方から、
自宅の復旧活動を依頼したいというお電話をいただきま
すが、中には依頼されるだけではなく、心配ごとや悩み
ごと等をお話しされる方もいらっしゃいます。

高齢者の皆様、本当におめでとうございます。そして、いつも、ありがとうございます。
※平成28年9月1日現在、豊田市の住民基本台帳に登録があり、12月31日までに該当の年齢を迎えられる方

平成２７年度 社協事業報告および決算報告平成２７年度 社協事業報告および決算報告

社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業
おめでとうございます！！　おめでとうございます！！　長寿祝品を贈呈しました長寿祝品を贈呈しました「豊田市災害ボランティア

コーディネーター養成講座」
を実施しています！

「豊田市災害ボランティア
コーディネーター養成講座」
を実施しています！

「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」をお伝えします！「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」をお伝えします！

熊本市災害ボランティアセンターの
運営支援に行きました！

熊本市災害ボランティアセンターの
運営支援に行きました！

今年度の講座の様子 平成28年7月中旬の熊本県内の様子

講話の様子

２ 平成28年9月 ３平成28年9月
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※内部の資金移動分を除く
※収支差額は次年度に繰り越す

87,419

220,469

231,372

378,543

10,622

549,793

155,017

1,633,235

法人運営、支所運営

自治区福祉活動助成、
ボランティアセンターの運営、
相談事業、福祉人材育成

車いす・福祉車輌貸出、権利
擁護事業、相談支援事業等

各施設の管理運営
生活福祉資金、
ひまわり資金
【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

【障がい者・児】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

　敬老の日に合わせ、市内にお住いの満80歳、85歳、90歳、95歳、99歳以上の方※に
長寿祝品（豊田産のお茶）を贈呈しました。
　高齢者の皆様にさらに元気で長生きしていただくことを願い、また、ご家族や地域と、高
齢者の皆様とのきずなを深めることを目的に実施しています。
　贈呈には各地域の民生委員・児童委員の皆様にご協力いただき、対象となる高齢者の方、
お一人ずつに渡していただきました。

　地震や風水害等により豊田市が被災すると、
被災地域の支援や被災者の自立支援を目的とし
た「豊田市災害ボランティアセンター」が立ち
上がります。その災害ボランティアセンターの
運営スタッフである「災害ボランティアコーディ
ネーター」を養成するための講座を、6月から
10月にかけて実施しています（全4回・事前申
込制）。
　平成27年度より、一般受講者のほかトヨタ自
動車株式会社の社員の方を対象とした講座も実
施しており、今年度は合計104名の方が受講し
ています。

　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」から、5年半が経過しました。
　その間にも「広島土砂災害」や「『平成27年9月関東・東北豪雨』に係る鬼怒川水害」、「平成28年熊本
地震」など、各地で大規模な災害が発生しています。
　南海トラフ巨大地震の発生が懸念されている中、「公助（行政等の公的機関による支援）」だけではなく、
「自助（自分で自分を守ること）」や「互助・共助・近助（助け合うこと）」のための『備え』が必要となって
います。
　被災当時の状況や現状、地域での支え合い、被災による地域格差の課題などについて、被災地での活動経験
のある本会職員から話を聴き、いま何が出来るのか考える機会としていただけるよう、「豊田市生涯学習出前
講座」において下記のとおり講座を実施しています。

■内　容　　「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」
　　　　　　【講話】被災当時の状況、現地でのボランティア活動、
　　　　　　　　　 被災地の今、地域での支え合い　等
　　　　　　【体験】新聞紙スリッパ作り、非常持ち出し袋作り　等
■対象者　　豊田市内に在住・在勤・在学する方
　　　　　　（自治区、コミュニティ、ボランティア、学生の皆さんなど）
■参加費　　無料
■申込み　　希望日時の2ヶ月前を目安にお申込みください。
　　　　　　　※業務の都合でご希望に添えないことがあります。
■その他　　○会場の手配・準備などは、申込者側でお願いします。
　　　　　　○あらかじめ希望日時を複数ご用意ください。

＜問合せ＞
地域福祉課　31－1294

　熊本市災害ボランティアセンターの運営支援のために、
社会福祉協議会東海ブロックからの応援職員として、6
月11日（土）から17日（金）と、7月11日（月）から17日
（日）において、本会職員を派遣しました（東海ブロック
からの応援職員派遣は8月2日（火）まで継続）。
　災害ボランティアセンターには、被災された方から、
自宅の復旧活動を依頼したいというお電話をいただきま
すが、中には依頼されるだけではなく、心配ごとや悩み
ごと等をお話しされる方もいらっしゃいます。

高齢者の皆様、本当におめでとうございます。そして、いつも、ありがとうございます。
※平成28年9月1日現在、豊田市の住民基本台帳に登録があり、12月31日までに該当の年齢を迎えられる方

平成２７年度 社協事業報告および決算報告平成２７年度 社協事業報告および決算報告

社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業
おめでとうございます！！　おめでとうございます！！　長寿祝品を贈呈しました長寿祝品を贈呈しました「豊田市災害ボランティア

コーディネーター養成講座」
を実施しています！

「豊田市災害ボランティア
コーディネーター養成講座」
を実施しています！

「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」をお伝えします！「すぐできる減災活動・地域でできる減災活動」をお伝えします！

熊本市災害ボランティアセンターの
運営支援に行きました！

熊本市災害ボランティアセンターの
運営支援に行きました！

今年度の講座の様子 平成28年7月中旬の熊本県内の様子

講話の様子

２ 平成28年9月 ３平成28年9月



とよた

社協だより社協だより
第158号

社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成28年9月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
（平成28年5月1日～7月31日までの寄付者一覧）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪市社会福祉協議会への寄付≫
タイマッサージはっとん、簗瀬国男、碧園お茶の純平、豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、フリーマーケットの紙
ふうせん、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、豊田市高年大学第10期匿名、岩瀬歌謡教室、暮らしの手作
り工房「ちゃるま」、凧づくりの会、長谷川敦男、とくの屋豊田若林店、暖香豊田若林店、国際ソロプチミスト豊田、
豊田市高年大学6期生六三四会、安藤昭作、中根素美江
≪豊田善意銀行への寄付≫
すまいる演歌同好会、ハンドメイド雑貨のe-マルシェ、丸和電子化学黄レンジャーサークル、Office YUKI、豊田
市高年大学第3期文化工芸学科
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました
（平成28年5月1日～7月31日までの寄付者一覧）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪平成28年熊本地震災害義援金≫
さざんか歌謡教室、豊田西高校昭和44年度卒第2回同年会、磯谷公明、石野ログクラブ、豊田市区長会、豊田市
赤十字奉仕団、豊田市立土橋小学校、豊田産業文化センター、鎌田雄二、豊田市立高嶺小学校、若林16年同年会、
AJB40クラブ、豊田市立平和小学校、豊田市立豊南中学校、トヨタ紡織クレスト本町寮生会、愛知県立豊田高等
学校、ガールスカウト愛知県第六十二団、とよた安全安心フェスタ、杜若高等学校、楽らくパソコン塾、水源町自
治区、バルーンアート「キュート12」、鶴田松久、御立町1組・2組合同親睦会、安斎久美、豊田市ソフトボール協会、
豊田市立堤小学校、セウチダンススクール、松平地区コミュニティ会議、火倶野姫、豊田市立ひかりこども園保護
者の会、滝脇小学校PTA、しゃくやく姫の塚保存会、豊田災害VCo連絡会、TOYOTA SUNバスケットボールチー
ム、佐㐂カラオケ教室、善宿寺、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、自主防災会連絡協議会、下和会にこに
こサロン、歌の豊親会、豊田スタジアム利用者一同、鶴田元、ステーキのあさくま豊田元町店、豊田市民合唱団、
加藤久、豊田市立朝日小学校、豊田市立駒場小学校、戸田粋子、豊田市婦人バレーボール連絡協議会、おはり箱、
笑いヨガのんちゃん、豊田市体育協会、豊田市立石畳小学校、安達信厚、竹学区子ども会育成会、豊田市立古瀬間
小学校、古瀬間自治区、豊栄二区自治区、愛知県立豊田東高等学校JRC部、豊南交流館利用グループ代表者会、
鞍ヶ池あじさいの道、道慈小学校区消防一同、今井好弘・昭江、二八そば匠の会、金谷自治区、豊田市消防団、豊
田石材工業協同組合、藤本建設、チームJSK、とよた市民活動センター、水源歌昇会、かみごうスポーツクラブ上
郷JAC、豊田ヤングオールド・サポートセンター、豊田市バドミントン協会、福祉歌謡研究会、今自治区、豊田市立
逢妻中学校、太啓建設土木部舗道維持課、豊野高校ゆたかのクラブ、桂野町自治区、まちなかおいでんwithJA市
民活動団体チームおいでん、豊田青果水産商業協同組合、いずみ美容室、シロキ工業労働組合、豊田市立前山小
学校、愛知県立豊田南高等学校、宇井貞夫、宇井民子、豊田市立則定小学校、ふるさとふれあいウォーキング実行
委員会、どんぐりの里いなぶ、稲武町自治区、中当自治区、御所貝津町自治区、黒田町自治区、武節町自治区、大
野瀬町自治区、野入町自治区、高崎モータース募金箱、どんぐりの里いなぶ道の駅募金箱、どんぐりの里いなぶど
んぐりの湯募金箱、桑原町自治区、川手町自治区、夏焼町自治区、富永町自治区、押山町自治区、小田木町自治区、
ザ・やまびこ、小原診療所、豊田市立道慈小学校、大正屋、小原歌舞伎保存会、小原町大和会、鯉恋まつり募金箱、
下山mama隊、よつば会、羽布建設従業員協力業者一同、富永敏幸、藤岡地区・藤岡南地区区長会、御作町自治
区、藤岡地区コミュニティ会議、飯野ひかり幼稚園父母の会、柿島喜重、豊田市役所市民福祉部総務課義援金箱、
高岡支所義援金箱、市内交流館義援金箱、豊田市民文化会館義援金箱、社協管理施設義援金箱
≪東日本大震災義援金≫
戸田粋子、豊田市立逢妻中学校、豊野高校ゆたかのクラブ、社協管理施設義援金箱
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

平成28年熊本地震災害義援金、東日本大震災義援金受付期間は平成29年3月31日（金）まで
詳細については、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。日本赤十字社のホームページなどにも最新の
情報が掲載されていますのでご活用ください。

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長さんや組長さんのご
協力により、赤い羽根募金と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。
　集まった募金は地域のために大切に使わせていただきます。皆様のあたたかいご協
力をよろしくお願いします。

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力お願いします
募集期間　10月1日～12月31日

赤い羽根募金は誰でも参加できる福祉参加の機会です。

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。 

＊領収書により税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は税務署等にご確認ください。  

＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問合せください。(事務局：34-1131)

● 長寿祝事業
●消火具支給事業

高齢者のために

● 共同募金運動の推進のため
●愛知県全域の福祉のため

その他

● 重度心身障がい者への支援
●障がい者団体への支援

障がいのある方のために

● 心配ごと相談事業
●福祉まつりの開催
●ボランティア活動支援
●生活困窮世帯への支援

地域の福祉のために

● 民間保育所への備品購入助成
●就学援助児童・生徒への支援
●障がいを理解するための実践
教室の開催

子どもたちのために

平成27年度
赤い羽根共同募金実績

の使い道

39,270,001円

金額： 円 件2,000136,607,038

金額： 円 件2667,512,085平成28年熊本地震災害義援金協力実績（平成28年7月31日現在）

東日本大震災義援金協力実績（平成28年7月31日現在）
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